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2014 年 1 月 6 日 

関連企業会社各位 

 

日本老年社会科学会 

理事長  長田 久雄 

日本老年社会科学会第 56 回大会 

大会長  大橋 明 

 

 

日本老年社会科学会第 56 回大会報告要旨号 

広告ご出稿のお願い 

 

謹啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素より弊会の活動に対し、ご理解とご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、標記の大会を 2014（平成 26）年 6 月 7 日（土）～8 日（日）に岐阜県下呂市の「下

呂交流会館アクティブ」にて開催する運びとなりました。 

弊会の大会には、毎年全国より 400 名ほどの参加者がございますが、第 56 回大会も同様

の規模で開催することを目指して準備を進めているところです。 

つきましては、第 56 回大会報告要旨号（発行部数：4,200 部）にぜひ広告掲載という形

で貴社のお力添えを賜りたく、ここにお願い申し上げます。詳細は同封しました第 56 回大

会概要および広告掲載要項をご高覧ください。 

なお勝手ながら、広告出稿に関しましては、「広告申込書」にご記入の上、2014（平成 26）

年 4 月 4 日（金）までに FAX か郵送で、日本老年社会科学会事務センターまで頂戴できれ

ば幸いです（版下の場合は 4 月 14 日頃をめどにお送りください）。 

なにとぞご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 
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2014 年度 日本老年社会科学会第 56 回大会の概要 

 

 

Ⅰ．大  会  長 大橋明（中部学院大学人間福祉学部） 

 

Ⅱ．メインテーマ 「続・生老病死の科学と教育 

－いかに生きるか，いかに生ききるか－」 

 

Ⅲ．期    日 2014年6月7日（土）～8日（日） 

         （前日6日（金）に「老年学系若手合同研究会」を開催しますが、大会

そのものは7日からです） 

 

Ⅳ．会    場 下呂交流会館アクティブ 

           岐阜県下呂市森2270番地3（JR下呂駅より車で7分） 

 

Ⅴ．主なプログラム 

・特別講演 「中高年者のうつ病の理解－うつや不安との上手な付き合い方－」  

講師：大野裕（国立精神・神経医療研究センター 認知行動療法センター） 

・講演Ⅰ  「Exceptional Longevity in Cultural Context: A Comparison of Japan and 

the United States」 

講師：Peter Martin（Iowa State University），権藤恭之（大阪大学） 

・講演Ⅱ 「転倒予防と認知症予防における『ふまねっと運動』の効果」 

講師：北澤一利（北海道教育大学） 

・シンポジウムⅠ 「災害への老年社会科学の責任と役割」 

企画・ファシリテーター：白澤政和（桜美林大学） 

・シンポジウムⅡ 「認知症とともに地域で生活する、ということ」 

企画・ファシリテーター：高橋龍太郎（東京都健康長寿医療センター研究所） 

・シンポジウムⅢ 「高齢化社会における宗教の意義と問題」 

企画・ファシリテーター：Masami Takahashi（Northeastern Illinois University） 

・大会企画フォーラム 「老年学と大学教育－老年学を学んだ後の就活状況－」 

企画：大島寿美子（北星学園大学）・田辺毅彦（北星学園大学） 

・自主企画フォーラム（2 題） 

・奨励賞受賞記念講演 

・一般報告（ポスター発表） 

・インタレスト・グループ 
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Ⅵ．参加費 

   会員：8,000円 

   学生：4,000円（学生証提示必須，大学院生は除く） 

  非会員（両日参加）：10,000円 

   非会員（1日のみ参加：5,000円） 

 

Ⅶ．参加者数（予定）：約400名 

 

Ⅷ．一般報告数（予定）：約100件 

 

Ⅸ．お問い合わせ 

【日本老年社会科学会第56回大会事務局】 

〒501-3993 岐阜県関市桐ヶ丘二丁目 1 番地 

中部学院大学総合研究センター（小林、土谷、亀山） 

TEL: 0575-24-2238 

E-mail: gero2014@chubu-gu.ac.jp 

 

【ご送付先：日本老年社会科学会事務センター】 

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 4-1-1 オザワビル 

（株）ワールドプランニング内 

TEL: 03-5206-7431  FAX: 03-5206-7757 

E-mail: rounenshakai.center@nqfm.ftbb.net 
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日本老年社会科学会第 56 回大会報告要旨号 刊行概要 

 

Ⅰ．雑 誌 名：日本老年社会科学会機関紙「老年社会科学」 

        Japanese Journal of Gerontology 

 

 

Ⅱ．発   行：2014 年 6 月 

 

 

Ⅲ．読 者 対 象：老人福祉関係者、老人看護・ケア従事者、理学・作業療法士、老人福祉

施設、保健所、都道府県福祉課、老年社会学およびその関連領域の研究

者、老年医療関係者、臨床心理士 など 老年社会科学に関わる方々 

 

 

Ⅳ．体   裁：１．判  型；B5 版、100 頁／号 

        ２．定  価；2,700 円（送料共）／号 

        ３．発行部数；4,200 部 

 

 

Ⅴ．編   集：日本老年社会科学会編集委員会 

        ●編集委員長 

         安藤 孝敏（横浜国立大学教育人間科学部） 

        ●編集委員 

         赤木 徹也（工学院大学工学部建築学科） 

         石川 久展（関西学院大学人間福祉学部） 

         奥村由美子（帝塚山大学心理学部） 

         河野あゆみ（大阪市立大学医学部看護学科） 

         小林江里香（東京都健康長寿医療センター研究所） 

         新野 直明（桜美林大学大学院老年学研究科） 

         原田  謙（実践女子大学人間社会学部人間社会学科） 

         和気 純子（首都大学東京人文学部社会福祉学科） 

         堀口  淳（島根大学医学部精神医学講座）      （五十音順） 
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Ⅵ．広告申込締切 

広告申込締切日 2014 年 4 月 4 日（金） 

広告版下締切日 2014 年 4 月 14 日（月） 

 

 

Ⅶ．発行・詳細：株式会社ワールドプランニング「老年社会科学」編集室 

        〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 4-1-1 オザワビル 

        TEL: 03-5206-7431  FAX: 03-5206-7757 

        E-mail: rounenshakai.center@nqfm.ftbb.net 

        担当：庄司千春 

 

 

Ⅷ．広告掲載料：（完全版下：windows 版および Mac 版のデータでお願いいたします） 

掲載箇所 摘 要 スペース 掲載料 寸 法 

表 ２ 

表 ３ 

前 付 

前 付 

後 付 

後 付 

カラー 

カラー 

１色 

１色 

１色 

１色 

１頁 

１頁 

１頁 

１／２頁 

１頁 

１／２頁 

100,000 

80,000 

40,000 

25,000 

30,000 

20,000 

縦 220×横 150mm 

縦 220×横 150mm 

縦 220×横 150mm 

縦 104×横 150mm 

縦 220×横 150mm 

縦 104×横 150mm 

◆版下を小社にて作成する場合、版下料（１頁 15,000 円／1/2 頁 10,000 円）は実費にて別途いただきま

す。なお、デザイン料は別料金となります。 

◆本号につきましては、掲載号を 2 部お送り申し上げます。ご購入希望の場合は、申込書備考欄にその部

数をご記入ください。 
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老年社会科学：大会報告要旨号 広告掲載申込書 

広告版下締切日：2014 年 4 月 14 日（月） 

日本老年社会科学会事務センターまで、メールあるいは FAX でお送りください 

掲載場所 

□ 表 ２       □ 前 付 

 □ 表 ３       □ 後 付 

スペース 

（□にチェックをし

てください） 

□ １ 頁       □ １／２ 頁 

掲載料金                 円／１回 

掲 載 号 

（□にチェックして

ください） 

 □ 第 36 巻第 2 号：大会報告要旨号（2014 年 6 月号） 

 □ 今回は掲載しない 

貴 社 名 

 

 

 

ご担当者 

 

 

 

ご連絡先 

〒    －       

 

 

 

 

お 電 話 
 

 

FAX 
 

 

備  考 

 

 

 

 


